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林
鵞
峰
⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
に
つ
い
て

明
代
の
著
作
の
引
用
状
況
と
⽝
論
語
⽞
解
釋
の
特
徴関

雅

泉

要

旨
國
立
公
文
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
林
鵞
峰
の
⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
は
、⽝
論
語
⽞
に
關
す
る
解
釋
書
で
あ
る
。
鵞
峰
は
林
家
の
繼
承
者
と
し
て
、

そ
の
學
風
は
父
の
羅
山
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
朱
子
⽝
論
語
集
注
⽞
に
基
づ
い
て
解
釋
を
加
え
、
明
代
の
著
作
を
屡
々
引
用
し
、

強
い
關
心
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
に
お
け
る
明
代
の
著
作
の
引
用
状
況
及
び
鵞
峰
の
解
釋
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に

朱
子
⽝
論
語
集
注
⽞
と
對
比
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
結
論
と
し
て
、
鵞
峰
は
明
朝
か
ら
新
し
く
渡
來

し
た
書
物
を
積
極
的
に
渉
獵
し
、
新
古
注
を
折
衷
す
る
清
原
家
の
學
問
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、⽝
論
語
⽞
解
釋
に
は
朱
子
と
違

う
點
が
あ
る
が
、
全
體
的
に
み
れ
ば
、
鵞
峰
の
解
釋
の
特
徴
は
朱
子
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
を
踏
襲
し
、
異
學
を
排
撃
す
る
朱
子
學
一
尊
主
義
に
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

は
じ
め
に

林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
一
六
八
〇
）、
名
は
又
三
郎
、
春
勝
。
後
に
⽝
論
語
⽞

里
仁
篇
の
⽛
忠
恕
之
道
⽜
に
よ
り
、
恕
と
改
名
し
て
い
る
。
字
は
子
和
、
之
道
。

鵞
峰
は
そ
の
號
。
他
に
春
齋
、
向
陽
軒
と
も
號
す
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
儒
學

者
。
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
三
男
。
ま
ず
、
國
立
公
文
書
館
所

藏
⽝
鵞
峰
先
生
林
學
士
集
⽞（
二
四
〇
卷
）
の
附
録
⽛
自
敘
譜
略
⽜
に
よ
っ
て
鵞

峰
の
生
涯
を
概
觀
し
て
お
こ
う
。

元
和
四
年
、
鵞
峰
は
京
都
新
町
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
の
時
、
次
兄
の
長
吉
、

十
二
歳
の
時
、
長
兄
の
敬
吉
が
夭
折
し
た
。
羅
山
の
死
去
後
、
そ
の
繼
承
者
と

し
て
德
川
幕
府
の
文
教
、外
交
に
關
與
し
て
い
た
。
十
三
歳
の
時
、五
經
を
習
っ

た
。
羅
山
は
彼
の
た
め
に
⽝
尚
書
⽞⽝
左
傳
⽞
な
ど
を
講
じ
た
。
十
四
歳
の
時
、

⽝
史
記
⽞⽝
漢
書
⽞⽝
十
八
史
略
⽞
な
ど
の
史
書
を
讀
み
、
十
五
歳
の
時
、⽝
大
學

諺
解
⽞（
羅
山
著
、
別
名
⽝
大
學
章
句
解
⽞、
國
立
公
文
書
館
所
藏
寫
本
三
册
有
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り
）
及
び
⽝
論
語
⽞⽝
孟
子
⽞⽝
中
庸
⽞⽝
四
書
大
全
⽞
な
ど
を
讀
ん
だ
。
十
六
歳

の
時
、
那
波
活
所
（
字
は
道
圓
、
藤
原
惺
窩
の
弟
子
）
が
彼
の
た
め
に
⽝
孟
子
⽞

及
び
⽝
春
秋
胡
氏
傳
⽞
を
講
じ
た
。
十
八
歳
の
時
、
湯
島
聖
堂
で
⽝
論
語
⽞
首

章
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
二
十
三
歳
か
ら
四
十
五
歳
に
か
け
て
、⽝
詩
經

集
傳
⽞⽝
書
經
蔡
傳
⽞⽝
春
秋
胡
氏
傳
⽞⽝
禮
記
⽞⽝
易
學
啓
蒙
⽞⽝
周
易
本
義
⽞
な

ど
を
講
義
し
た
。
四
十
四
歳
の
時
、
父
羅
山
と
同
じ
く
法
印
を
授
か
っ
た
。
二

年
後
の
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
十
二
月
二
十
六
日
、
幕
府
は
唐
の
時
代
の
官

署
⽛
弘
文
館
⽜
に
倣
い
、
林
家
の
家
塾
を
⽛
弘
文
院
⽜
と
改
稱
し
、
鵞
峰
に
弘

文
院
學
士
の
號
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鵞
峰
は
儒
學
者
と
し
て
仕
官
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
四
十
七
歳
か
ら
五
十
三
歳
ま
で
、
羅
山
を
手
傳
い
、
漢
文
の

編
年
體
史
書
⽝
本
朝
通
鑑
⽞（
三
一
〇
卷
）
を
編
纂
し
た
。
そ
の
後
、
閲
讀
、
講

書
、
編
著
を
再
開
し
、
六
十
二
歳
ま
で
に
⽝
詩
經
私
考
⽞⽝
朱
子
感
興
詩
私
考
⽞

⽝
本
朝
言
行
録
⽞⽝
論
語
諺
解
⽞⽝
孟
子
諺
解
⽞
及
び
⽛
毛
詩
序
私
考
⽜⽛
尚
書
序

私
考
⽜⽛
左
傳
序
私
考
⽜
等
な
ど
を
著
し
た
。
延
寶
八
年
（
一
六
八
〇
）、
病
氣

で
逝
去
。
享
年
六
十
三
歳
。

國
立
公
文
書
館
所
藏
の
⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
は
鵞
峰
が
著
し
た
朱
子
⽝
論
語

集
注
⽞
に
關
す
る
漢
文
の
解
釋
書
で
あ
る
。
上
、
中
、
下
三
册
あ
る
。
上
册
は
、

朱
子
⽛
論
語
序
説
⽜
に
對
す
る
解
釋
で
あ
る
。
中
册
は
、
學
而
篇
（
第
一
章
～

第
四
章
）、
及
び
爲
政
篇
（
第
一
章
～
第
三
章
、
第
九
章
～
第
十
五
章
）
の
解
釋

で
あ
る
。
下
册
は
、
八
佾
篇
（
第
一
章
～
第
四
章
、
第
十
四
章
～
第
十
九
章
）、

及
び
里
仁
篇
（
第
一
章
～
第
五
章
）
の
解
釋
で
あ
る
。
本
書
は
、
朱
子
⽝
論
語

集
注
⽞
全
體
の
解
釋
で
は
な
く
、⽛
論
語
序
説
⽜
の
全
文
及
び
⽝
論
語
⽞
前
四
篇

の
一
部
の
内
容
に
つ
い
て
解
釋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
鵞
峰
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
に
關
す
る
研
究
が
重
視
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞

を
中
心
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
明
代
の
著
作
の
引
用
状
況
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
、
さ
ら
に
朱
子
の
注
釋
と
對
比
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞を
引
用
す
る
場
合
に
は
、

原
文
を
附
記
す
る
こ
と
と
し
た
。
紙
幅
の
都
合
で
原
文
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。

一
、
明
代
の
著
作
の
引
用
状
況

⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
を
讀
む
と
明
代
の
著
作
が
屡
々
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
氣
づ
く
。
そ
こ
で
、
鵞
峰
は
ど
の
よ
う
な
見
地
か
ら
引
用
し
て
い
る
か
探
る

た
め
に
、⽝
論
語
⽞
の
意
味
、
そ
の
編
纂
者
、
及
び
孔
子
に
つ
い
て
、
鵞
峰
の
解

釋
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

（
一
）⽝
論
語
⽞
の
意
味

⽝
論
語
⽞
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
班
固
⽝
漢
書
⽞
藝
文
志
に
は
、⽛⽝
論
語
⽞

は
、
孔
子
、
弟
子
・
時
人
に
應
答
し
、
及
び
弟
子
相
と
も
に
言
ひ
て
、
夫
子
に

接
聞
す
る
の
語
な
り
。
當
時
、
弟
子
各
〻
記
す
所
有
り
。
夫
子
既
に
卒
し
、
門

人
相
と
も
に
輯
め
て
論
纂
す
。
故
に
之
を
⽝
論
語
⽞
と
謂
ふ
⽜
と
解
説
し
て
お

り
、⽛
論
⽜
を
編
輯
、
編
纂
の
意
味
と
し
て
い
る
。
鵞
峰
も
、⽛⽝
漢
書
⽞
藝
文
志

に
曰
く
、
論
は
、
撰
な
り
、
次
な
り
。
聖
門
弟
子
、
孔
子
の
問
答
の
語
を
撰
次

す
。
故
に
名
づ
く
る
な
り
（⽝
漢
書
・
藝
文
志
⽞
曰
、
論
、
撰
也
、
次
也
。
聖
門
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弟
子
撰
次
孔
子
問
答
之
語
。
故
名
焉
）（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
上
册
）
と
述
べ
て

お
り
、
藝
文
志
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
解
釋
で
引
用
さ
れ
た
の
は
、

藝
文
志
の
原
文
で
は
な
く
、⽝
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
⼩一
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、

全
二
十
二
册
）
に
載
っ
て
い
る
呉
程
（
生
沒
年
不
詳
）
の
説
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。⽝
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
⽞
卷
一
⽛
論
語
集
註
大
全
卷
之
一
⽜
に
、⽛
呉
氏
程

曰
く
、⽝
論
は
、
撰
な
り
、
次
な
り
。
孔
子
及
び
弟
子
の
語
を
撰
次
す
る
な
り
⽞⽜

と
あ
る
。
鵞
峰
⽝
論
語
序
説
考
解
⽞（
國
立
公
文
書
館
所
藏
）
に
も
、⽛
今
按
ズ

ル
ニ
、
吳
程
ガ
説
ハ
、⽝
漢
書
⽞
ニ
本
ヅ
ケ
リ
。⽝
論
語
⽞
二
字
ノ
義
、
是
ヲ
正

説
ト
ス
⽜
と
述
べ
、
呉
程
の
解
釋
を
正
し
い
説
と
し
て
い
る
。⽛
論
⽜
を
⽛
撰
⽜、

⽛
次
⽜
と
解
釋
す
る
の
は
、
呉
程
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
鄭
玄
は
⽛
論
と

は
、
綸
な
り
、
輪
な
り
、
理
な
り
、
次
な
り
、
撰
な
り
⽜（⽝
論
語
注
疏
⽞
序
解
）

と
解
釋
し
て
い
る
。
鵞
峰
は
、⽛
按
ズ
ル
ニ
、
呉
程
⽝
撰
次
⽞
説
、⽝
撰
⽞
鄭
玄

五
説
而
取
之
也
。
然
モ
⽛
次
⽜
ノ
字
ノ
義
不
同
⽜（⽝
論
語
序
説
考
解
⽞）
と
述
べ
、

⽛
撰
⽜
の
意
味
は
同
じ
だ
が
、⽛
次
⽜
の
意
味
は
違
う
と
區
別
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
に
違
う
か
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
な
い
。

⽝
四
書
大
全
⽞
は
明
の
永
樂
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
胡
廣
ら
が
成
祖
の
敕
令

に
よ
り
、
宋
・
元
の
理
學
者
の
解
釋
を
網
羅
し
編
纂
し
た
注
釋
書
で
あ
り
、
明

代
に
お
い
て
は
、
科
舉
試
驗
の
基
準
と
し
て
重
視
さ
れ
た
が
、
顧
炎
武
（
一
六

一
三
～
一
六
八
二
）
や
王
夫
之
（
一
六
一
九
～
一
六
九
二
）
ら
に
酷
評
さ
れ
て

い
る
。
顧
炎
武
⽝
日
知
録
⽞
で
は
、⽛
經
學
の
廢
す
る
は
、
實
に
此
よ
り
始
ま
る
⽜

（
卷
十
八
⽛
四
書
・
五
經
大
全
⽜）
と
批
判
し
、
王
夫
之
⽝
讀
四
書
大
全
説
⽞
で

も
、⽝
大
全
⽞
が
朱
子
⽝
集
注
⽞
の
精
神
を
損
な
う
と
批
判
し
て
い
る
二
。
さ
ら

に
、⽝
四
庫
全
書
總
目
提
要
⽞
で
も
、⽛
其
の
説
、
皆
、
抵
牾
支
離
な
り
。
書
中

の
問
答
も
、
亦
た
皆
粗
淺
に
し
て
、
朱
子
の
語
に
類
せ
ず
⽜
と
述
べ
、
編
纂
の

杜
撰
や
剽
竊
の
疑
い
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
羅
山
は
、⽝
四
書
大
全
⽞
を
朱
子
⽝
集
注
⽞
に
基
づ
い
て
編
纂
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
強
い
關
心
を
持
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
羅
山
先
生
）
又
曰
く
、
朱
子
⽝
論
語
集
注
⽞
竝
び
に
⽝
或
問
⽞
を
作
り
、

⽝
學
⽞⽝
庸
⽞⽝
孟
子
⽞
を
加
へ
て
、
以
て
四
書
と
爲
す
。
今
、
行
ふ
所
の
⽝
集

注
⽞
是
れ
な
り
。
歴
代
先
儒
の
注
釋
は
多
々
に
し
て
、
然
れ
ど
も
⽝
集
注
⽞

を
超
ゆ
る
こ
と
無
し
。
故
に
明
の
太
宗
、
名
儒
四
十
餘
人
に
命
じ
て
、⽝
集

注
⽞
に
本
づ
い
て
、
諸
家
の
説
を
分
ち
て
附
し
、⽝
四
書
大
全
⽞
を
爲
さ
し

む
。（
又
曰
、
朱
子
作
⽝
論
語
集
注
⽞
竝
⽝
或
問
⽞、
加
⽝
學
⽞⽝
庸
⽞⽝
孟

子
⽞
以
爲
四
書
、
今
所
行
⽝
集
注
⽞
是
也
。
歴
代
先
儒
之
注
釋
多
多
、
然

無
超
於
⽝
集
注
⽞。
故
明
太
宗
命
名
儒
四
十
餘
人
、
本
於
⽝
集
注
⽞、
分
附

諸
家
説
爲
⽝
四
書
大
全
⽞。）（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
上
册
）

鵞
峰
も
⽝
論
語
序
説
考
解
⽞
で
は
、⽛
夫
れ
⽝
四
書
五
經
大
全
⽞
と
は
、
永
樂

天
子
の
輯
む
る
所
、
專
ら
程
朱
の
説
を
以
て
主
と
爲
す
。
當
時
の
名
儒
の
公
論

な
り
（
夫
⽝
四
書
五
經
大
全
⽞
者
、
永
樂
天
子
之
所
輯
、
專
以
程
朱
之
説
爲
主
、

當
時
名
儒
之
公
論
也
）⽜
と
述
べ
て
い
る
。

羅
山
父
子
は
、⽝
四
書
大
全
⽞
は
永
樂
帝
の
敕
命
に
よ
り
、
朱
子
の
説
に
準
じ

た
宋
元
の
名
儒
の
公
正
な
論
議
を
載
せ
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。⽝
論

語
集
注
私
考
⽞
の
全
體
か
ら
み
る
と
、⽝
四
書
大
全
⽞
の
引
用
は
百
箇
所
以
上
も

あ
り
、鵞
峰
が
こ
の
書
物
を
重
要
視
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、⽝
論
語
⽞

の
意
味
に
つ
い
て
の
解
釋
は
、⽝
大
全
⽞
に
あ
る
呉
程
の
説
を
正
し
い
説
と
し
て

い
る
。
で
は
、
な
ぜ
呉
程
の
説
を
鄭
玄
の
注
と
區
別
し
た
の
か
。
鵞
峰
⽝
論
語
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序
説
考
解
⽞
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
朝
古
來
、⽝
論
語
⽞
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
、
何
晏
、
邢
昺
ガ
注
疏
ヲ
用
、
朱
子

四
書
ノ
章
句
集
注
傳
來
ノ
後
モ
、
藤
兼
良
公
竝
清
家
ノ
徒
、⽝
學
⽞⽝
庸
⽞

ハ
朱
子
ノ
注
ヲ
用
レ
ド
モ
、⽝
論
⽞⽝
孟
⽞
ハ
、
猶
古
注
ヲ
用
フ
。
先
考
（
羅

山
）
十
八
歳
ノ
時
、
京
都
四
條
町
ノ
宅
ニ
テ
、
始
テ
⽝
論
語
集
注
⽞
ヲ
講

ズ
。

鵞
峰
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
、
初
め
て
朱
子
⽝
論
語
集
注
⽞
を
講
じ
た
人
は
、

父
の
羅
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
、
藤
原
兼
良
や
明
經
道
を
專
攻
し
た
清
原
家

は
、
朱
子
の
新
注
と
古
注
を
折
衷
し
て
四
書
を
講
じ
た
。⽝
大
學
⽞
と
⽝
中
庸
⽞

は
朱
注
で
講
義
し
、⽝
論
語
⽞
と
⽝
孟
子
⽞
は
古
注
で
講
義
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
朱
子
⽝
集
注
⽞
に
は
⽝
論
語
⽞
の
二
字
の
意
味
に
つ
い
て
の
解

釋
が
な
い
た
め
、
羅
山
は
清
原
家
な
ど
の
學
問
と
區
別
す
る
た
め
に
、⽝
四
書
大

全
⽞
に
あ
る
呉
程
の
説
に
從
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

室
町
時
代
以
降
、
大
學
寮
で
經
書
の
講
義
を
擔
當
し
た
清
原
家
で
は
、
朱
子

の
⽝
大
學
章
句
⽞
と
⽝
中
庸
章
句
⽞
に
對
し
て
訓
點
を
加
え
て
、
さ
ら
に
⽝
大

學
抄
⽞⽝
中
庸
抄
⽞
を
著
し
た
。
一
方
、⽝
論
語
⽞
と
⽝
孟
子
⽞
に
つ
い
て
は
、

朱
子
の
⽝
論
語
集
注
⽞⽝
孟
子
集
注
⽞
に
は
依
ら
ず
、
古
注
を
用
い
續
け
た
。
た

だ
し
、
清
原
家
の
⽝
論
語
抄
⽞
で
は
、
講
説
の
三
割
程
度
に
朱
注
を
利
用
し
て

い
る
三
。

（
二
）⽝
論
語
⽞
の
編
纂
者

⽝
論
語
⽞
は
誰
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
か
に
關
し
て
は
諸
説
あ
る
四
。
上

述
の
⽝
漢
書
⽞
藝
文
志
以
外
に
、
ほ
か
の
説
も
あ
る
。⽝
論
語
注
疏
⽞
序
解
で
は
、

⽛
仲
弓
、
子
游
、
子
夏
ら
撰
定
す
⽜
と
い
う
鄭
玄
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
中
唐

の
柳
宗
元
は
、⽛
蓋
し
樂
正
子
春
、
子
思
の
徒
と
も
に
之
を
爲
す
の
み
⽜（⽝
柳
河

東
集
⽞
卷
四
⽛
論
語
辯
⽜）
と
言
う
。
南
宋
の
陸
九
淵
は
、⽛
王
肅
、
鄭
康
成
謂

へ
ら
く
、⽝
論
語
⽞
は
乃
ち
子
貢
・
子
游
の
編
む
所
な
り
と
。
亦
た
攷
ふ
べ
き
者こ

と

有
り
⽜（⽝
陸
九
淵
集
⽞
卷
三
十
五
⽛
語
錄
下
⽜）
と
言
う
。
朱
子
は
、
程
伊
川
の

説
を
引
用
し
て
、⽛⽝
論
語
⽞
の
書
、
有
子
・
曾
子
の
門
人
に
成
る
。
故
に
其
の

書
、
獨
だ
二
子
の
み
、
子
を
以
て
稱
す
⽜（⽝
論
語
集
注
⽞）
と
述
べ
て
い
る
。

⽝
論
語
⽞
の
編
纂
者
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

魏
の
何
晏
⽛
集
解
序
⽜
に
曰
く
、⽛
魯
⽝
論
語
⽞
二
十
篇
、
皆
、
孔
子
の
弟

子
の
諸
善
言
な
り
⽜
と
。
一
説
に
曰
く
、⽛
子
貢
、
子
游
の
輩
、
此
の
書
を

著
す
⽜
と
。
宋
の
陸
九
淵
は
此
説
を
取
る
。
然
れ
ど
も
正
證
有
ら
ず
。
或

ひ
と
曰
く
、⽛
仲
弓
の
輩
、
之
を
作
る
⽜
と
。
柳
宗
元
曰
く
、⽛
曾
子
の
門

人
・
樂
正
子
春
、
子
思
等
、
之
を
集
む
⽜
と
。（
魏
何
晏
⽛
集
解
序
⽜
曰
、

⽛
魯
⽝
論
語
⽞
二
十
篇
、
皆
孔
子
弟
子
諸
善
言
也
。⽜
一
説
曰
、⽛
子
貢
、
子

游
之
輩
五

著
此
書
。⽜
宋
陸
九
淵
取
此
説
。
然
不
有
正
證
。
或
曰
、⽛
仲
弓

之
輩
作
之
。⽜
柳
宗
元
曰
、⽛
曾
子
門
人
樂
正
子
春
、
子
思
等
集
之
。⽜）（⽝
論

語
集
注
私
考
⽞
上
册
）

鵞
峰
は
陸
九
淵
の
説
に
證
據
が
な
い
と
評
し
た
が
、
他
の
説
に
評
を
加
え
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
明
代
の
張
燧
（
生
沒
年
不
詳
）⽝
千
百
年

眼
⽞
を
引
用
し
て
い
る
。

⽝
千
百
年
眼
⽞
に
云
ふ
、⽛⽝
論
語
⽞
の
記
す
る
所
は
、
孔
子
と
人
と
の
問
答

な
り
。
門
弟
子
に
比い

及た

つ
て
は
、
皆
、
其
の
名
を
斥
け
、
未
だ
字
を
稱
せ

ざ
る
は
、
顏
、
冉
の
高
弟
と
雖
も
、
亦
た
回
、
雍
と
曰
ふ
。
閔
子
に
至
り
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て
、
獨
り
子
騫
と
云
ひ
、
此
の
書
を
終
ふ
る
ま
で
、
名
を
指
す
こ
と
無
し
。

然
ら
ば
則
ち
⽝
論
語
⽞
は
、
曾
子
、
有
子
の
門
人
よ
り
出
で
て
、
又
、
安

く
ん
ぞ
閔
氏
の
門
人
よ
り
出
で
ざ
る
を
知
ら
ん
や
⽜
と
。（⽝
千
百
年
眼
⽞

云
、⽛⽝
論
語
⽞
所
記
孔
子
與
人
問
答
、
比
及
門
弟
子
、
皆
斥
其
名
、
未
稱

字
者
、
雖
顏
、
冉
高
弟
、
亦
曰
回
、
雍
、
至
閔
子
獨
云
子
騫
、
終
此
書
無

指
名
。
然
則
⽝
論
語
⽞
出
於
曾
子
、
有
子
之
門
人
、
又
安
知
不
出
於
閔
氏

之
門
人
耶
。⽜）（
同
上
）

こ
の
内
容
は
⽝
千
百
年
眼
⽞（
十
二
卷
）
卷
二
⽛⽝
論
語
⽞
出
閔
子
門
人
手
⽜

に
見
え
る
。⽝
論
語
⽞
で
は
、
孔
子
の
高
弟
の
顏
淵
・
冉
有
は
名
前
で
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
閔
子
騫
一
人
だ
け
は
字
を
稱
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、⽝
論
語
⽞

の
編
纂
者
は
閔
子
騫
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
。
張
燧
は
程
子
と
朱
子
の
説
に
反

對
し
て
こ
の
説
を
唱
え
て
い
る
。⽝
千
百
年
眼
⽞
は
清
朝
に
禁
書
と
さ
れ
⽛
四
庫

全
書
全
燬
書
目
⽜
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
程
朱
理
學
に
反
す
る
心
學
的
な
書
物

と
み
な
さ
れ
た
が
、
明
末
清
初
に
日
本
に
傳
來
し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
六
。鵞

峰
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
見
地
か
ら
こ
の
著
作
を
引
用
し
た
の
か
。⽝
鵞

峰
林
學
士
文
集
⽞
に
は
、
羅
山
の
設
問
に
對
す
る
鵞
峰
の
答
え
が
あ
る
。
彼
は
、

⽛
此
の
書
（⽝
論
語
⽞）
の
撰
者
の
諸
説
、
皆
非
な
り
。
程
子
曰
く
、⽝
有
子
・
曾

子
の
門
人
に
成
る
⽞
と
。
是
れ
を
以
て
正
と
爲
し
て
可
な
り
（
此
書
撰
者
諸
説

皆
非
也
。
程
子
曰
⽝
成
於
有
子
、
曾
子
之
門
人
⽞、
以
是
爲
正
而
可
也
）⽜（
第
五

十
六
卷
⽛
論
語
⽜）
と
述
べ
、
程
子
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
張
燧
の

⽝
千
百
年
眼
⽞
に
つ
い
て
、⽛
陽
に
朱
子
を
尊
び
、
或
い
は
先
生
と
稱
し
、
或
い

は
夫
子
と
稱
す
る
も
、
而
れ
ど
も
其
の
學
術
を
信
ぜ
ず
。
却
つ
て
象
山
・
陽
明

を
推
舉
し
、
且
つ
老
莊
・
釋
氏
を
以
て
異
端
に
非
ず
と
爲
す
。
其
の
眼
、
何
ん

ぞ
明
ら
か
な
ら
ん
や
。（
中
略
）
故
に
今
、
一
覽
す
る
後
、
之
を
緘
封
し
篋
底
に

藏
し
、
兒
輩
を
し
て
之
を
見
し
め
ず
（
陽
尊
朱
子
、
或
稱
先
生
、
或
稱
夫
子
、

而
不
信
其
學
術
、
却
推
舉
象
山
、
陽
明
、
且
以
老
莊
、
釋
氏
爲
非
異
端
。
其
眼

何
明
乎
。（
中
略
）
故
今
一
覽
之
後
、
緘
封
之
藏
於
篋
底
、
不
使
兒
輩
見
之
）⽜

（⽝
鵞
峰
林
學
士
文
集
⽞
第
四
十
八
卷
⽛
論
千
百
年
眼
⽜）
と
酷
評
し
て
い
る
。
鵞

峰
は
⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
で
は
⽝
千
百
年
眼
⽞
を
引
用
し
て
い
る
が
、
張
燧
の

説
に
は
贊
成
せ
ず
、
心
學
系
の
書
物
と
し
て
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
孔
子
に
つ
い
て

朱
子
⽛
論
語
序
説
⽜
で
は
⽝
史
記
⽞
孔
子
世
家
を
引
用
し
、⽛
孔
子
、
名
は
丘
、

字
は
仲
尼
。
其
の
先
は
宋
人
な
り
。
父
は
叔
梁
紇
、
母
は
顏
氏
。
魯
の
襄
公
二

十
二
年
、
庚
戌
の
歳
、
十
一
月
庚
子
を
以
て
、
孔
子
を
魯
の
昌
平
郷
の
陬
邑
に

生
む
⽜
と
述
べ
て
い
る
。⽛
子
⽜
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
何
晏
は
、⽛
男
子
の
通

稱
⽜（⽝
論
語
注
疏
⽞
學
而
篇
）
と
い
う
馬
融
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

一
般
的
な
解
釋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
羅
山
も
、⽛
凡
そ
先
儒
を
指
し
て
⽝
子
⽞

と
稱
す
る
は
、
之
を
崇
む
る
な
り
。
顏
・
曾
・
思
・
孟
、
皆
⽝
子
⽞
と
稱
す
。

且
つ
後
世
の
董
子
・
韓
子
の
類
、
周
・
程
・
張
・
朱
、
皆
⽝
子
⽞
稱
す
る
は
、

皆
是
れ
師
を
尊
ぶ
の
詞
な
り
（
凡
指
先
儒
稱
⽝
子
⽞
者
、
崇
之
也
。
顏
、
曾
、

思
、
孟
皆
稱
⽝
子
⽞。
且
後
世
董
子
、
韓
子
之
類
、
周
、
程
、
張
、
朱
皆
稱
⽝
子
⽞

者
、
皆
是
師
尊
之
詞
也
）⽜（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
上
册
）
と
説
い
て
、⽛
子
⽜
を

先
師
の
尊
稱
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
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⽝
孔
聖
全
書
⽞
に
曰
く
、⽛
孔
氏
は
子
姓
よ
り
出
づ
。
契
よ
り
湯
に
至
る
ま

で
、
湯
よ
り
微
子
啓
に
至
る
ま
で
、
啓
よ
り
正
考
父
に
至
る
ま
で
、
凡
そ

三
十
七
世
、
皆
子
姓
に
從
ふ
。
考
父
の
子
の
孔
父
嘉
、
別
に
公
族
と
爲
る
。

其
の
子
孫
、
遂
に
孔
を
以
て
氏
と
爲
す
。
故
に
孔
子
、
嘗
て
自
ら
謂
ひ
て

曰
く
、⽝
丘
、
殷
人
な
り
⽞⽜
と
。（⽝
孔
聖
全
書
⽞
曰
、⽛
孔
氏
出
自
子
姓
。

自
契
至
湯
、
自
湯
至
微
子
啓
、
自
啓
至
正
考
父
、
凡
三
十
七
世
、
皆
從
子

姓
。
考
父
之
子
孔
父
嘉
七

別
爲
公
族
、
其
子
孫
遂
以
孔
爲
氏
。
故
孔
子
嘗

自
謂
曰
⽝
丘
、
殷
人
也
⽞。⽜）（
同
上
）

⽝
孔
聖
全
書
⽞
は
明
代
の
蔡
復
賞
（
生
卒
年
不
詳
）
撰
。
彼
は
⽛
子
⽜
を
敬
稱

で
は
な
く
、
孔
子
の
姓
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、⽝
四
庫
全
書
總
目
提
要
⽞
で

は
、
こ
の
書
物
に
つ
い
て
、⽛
其
の
間
、
鄙
俚
荒
唐
し
、
厖
雜
割
裂
な
り
。
鬼
神

怪
誕
の
語
、
優
伶
褻
諢
の
詞
、
載
入
せ
ざ
る
無
し
。
之
を
聖
人
を
侮
る
と
謂
ひ

て
、
可
な
り
⽜
と
酷
評
し
て
い
る
。

ま
た
、⽝
史
記
⽞
に
は
、⽛
紇
は
顏
氏
の
女
と
野
合
し
て
孔
子
を
生
む
⽜
と
あ

る
。
司
馬
貞
⽝
史
記
索
隱
⽞
に
よ
る
と
、⽛
野
合
⽜
は
、
禮
儀
に
合
わ
な
い
婚
姻

で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
鵞
峰
は
、⽛
按
ず
る
に
、⽝
孔
子
通
紀
⽞
に
曰
く
、

野
合
は
蓋
し
年
相
當
せ
ざ
る
を
指
す
の
み
（
按
⽝
孔
子
通
紀
⽞
曰
、
野
合
蓋
指

年
不
相
當
耳
）⽜と
述
べ
て
い
る
。
潘
府⽝
孔
子
通
紀
⽞も
明
代
の
著
作
で
あ
る
。

潘
府
（
一
四
五
三
～
一
五
二
五
）
は
⽝
史
記
⽞
の
記
載
の
誤
り
を
指
摘
し
て
、

⽛⽝
史
記
⽞
の
傳
ふ
る
所
は
、⽝
叔
梁
紇
は
顏
氏
の
女
と
野
合
し
て
孔
子
を
生
む
⽞

と
。
其
の
説
、
謬
る
こ
と
甚
し
き
こ
と
、
益
々
見
る
べ
し
。
或
ひ
と
云
ふ
、⽝
野

合
は
、
蓋
し
年
相
當
せ
ざ
る
を
指
す
の
み
⽞
と
、
未
だ
是
否
を
知
ら
ず
（⽝
史
記
⽞

所
傳
⽝
叔
梁
紇
與
顏
氏
野
合
而
生
孔
子
⽞、
其
説
謬
甚
、
益
可
見
矣
。
或
云
、⽝
野

合
蓋
指
年
不
相
當
耳
⽞、
未
知
是
否
）⽜（⽝
孔
子
通
紀
⽞
卷
二
）
と
述
べ
て
い
る
。

鵞
峰
は
潘
府
の
説
に
從
っ
て
い
る
。

全
體
か
ら
み
る
と
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
で
は
、
上
述
し
た
著
作
の
ほ
か
、
陳

鎬
⽝
闕
里
誌
⽞、
蔡
清
⽝
四
書
蒙
引
⽞、
張
居
正
⽝
四
書
直
解
⽞
な
ど
、
數
多
く

の
明
代
の
著
作
を
引
用
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
中
國
の
後
世
の
學
者
か
ら
高

く
評
價
さ
れ
た
書
物
も
あ
る
が
、酷
評
さ
れ
禁
書
と
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。⽝
論

語
集
注
私
考
⽞
で
引
用
し
た
明
代
の
著
作
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
全
部
肯
定
的
に

引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、⽛
夫
の
粗
低
の
書
、
新
奇
の
説
の
若
き

は
、
其
の
多
聞
を
廣
ぐ
る
の
み
（
若
夫
粗
低
書
、
新
奇
之
説
、
廣
其
多
聞
耳
）⽜

（⽝
鵞
峰
林
學
士
文
集
⽞
第
十
二
卷
⽛
論
語
諺
解
跋
⽜）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
引

用
し
た
の
は
、
知
識
を
廣
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
國
か
ら
傳
來
し
た
新

し
い
學
問
に
強
い
關
心
を
示
す
一
方
で
、
反
朱
子
學
的
な
著
作
に
は
批
判
を
加

え
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
點
は
、
彼
が
明
代
の
著
作
を
屡
々
引
用
し
た

一
つ
の
目
的
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
林
家
の
學
問
が
新
古
注
折
衷
の
清
原
家
と

異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
鵞
峰
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
の
特
徴

朱
子
學
を
信
奉
し
た
鵞
峰
は
、⽝
論
語
⽞を
解
釋
す
る
際
、忠
實
に
朱
注
に
從
っ

た
の
か
、
獨
自
の
見
地
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
次
に
、⽛
學
而
時
習
之
⽜
章
、⽛
其

爲
人
也
孝
弟
⽜
章
、⽛
吾
與
回
言
終
日
⽜
章
、
及
び
⽛
子
入
大
廟
⽜
章
を
取
り
上

げ
て
、
朱
子
の
説
と
對
比
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
解
釋
を
分
析
し
て
み
た
い
。

― 6―

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
七
号



（
一
）⽛
學
而
時
習
之
⽜
章
の
解
釋

學
而
篇
の
第
一
章
に
、⽛
學
ん
で
時
に
之
を
習
ふ
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。

朋
有
り
遠
方
よ
り
來
る
、
亦
た
樂
し
か
ら
ず
や
。
人
知
ら
ず
し
て
慍
ら
ず
、
亦

た
君
子
な
ら
ず
や
⽜
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
章
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
解
釋
が
あ
る
八
。
朱
子
は
、⽛
學
⽜
に
つ
い
て
、⽛
學
の
言
爲
る
效な

ら

ふ
な

り
。
人
の
性
は
皆
、
善
な
り
、
而
れ
ど
も
覺さ

と

る
に
先
後
有
り
。
後
覺
者
は
必
ず

先
覺
の
爲
す
所
に
效
へ
ば
、
乃
ち
以
て
善
を
明
ら
か
に
し
て
其
の
初
に
復
す
可

き
な
り
⽜（⽝
論
語
集
注
⽞）
と
解
釋
し
、⽛
學
⽜
は
⽛
效
⽜
で
あ
り
、
後
覺
者
が

先
覺
者
に
倣
っ
て
、
善
を
明
ら
か
に
し
て
自
分
自
身
の
本
來
の
善
性
に
復
歸
す

る
行
爲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
朱
子
は
、
人
の
性
を
本
然
の
性
と
氣
質
の
性

の
二
つ
に
分
け
る
九
。
本
然
の
性
は
人
々
が
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
純
粹
至

善
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
人
の
受
け
た
氣
の
清
濁
に
よ
り
差
異
が
あ
る
。
氣
が

清
で
あ
れ
ば
、
至
善
な
性
は
そ
の
ま
ま
顯
現
で
き
る
が
、
濁
で
あ
れ
ば
、
そ
の

性
は
暗
く
な
る
の
で
、⽛
學
⽜
に
よ
っ
て
本
然
の
性
へ
復
歸
す
る
必
要
が
あ
る
。

⽛
學
⽜
は
、
朱
子
の
工
夫
論
に
關
わ
っ
て
い
る
。
朱
子
は
ま
た
、⽛
學
ん
で
習
ひ
、

習
ひ
て
説
ぶ
。
凡
そ
學
は
皆
然
り
。
大
小
を
以
て
間へ

だ

つ
る
有
ら
ざ
る
な
り
⽜

（⽝
論
語
或
問
⽞
卷
一
・
學
而
第
一
）
と
述
べ
、⽛
學
⽜
と
⽛
習
⽜、
そ
し
て
⽛
説
⽜

は
、
一
切
の
學
問
を
貫
く
の
で
、
大
學
と
小
學
を
隔
て
る
こ
と
が
な
い
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
、⽛
學
⽜
の
實
踐
性
を
重
視
し
て
、⽛⽝
學
⽞
と
い
う
字
は
も
と

も
と
定
ま
ら
な
い
字
だ
。
も
し
た
だ
⽛
仁
⽜
と
言
う
だ
け
な
ら
、
次
第
に
無
形

體
に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
わ
ゆ
る
⽝
學
⽞
と
は
、
一
つ
一
つ
の
物
事
を
學
ぶ
べ

き
だ
。
そ
う
す
れ
ば
着
實
に
な
る
（⽝
學
⽞
字
本
是
無
定
底
字
、
若
止
云
仁
、
則

漸
入
無
形
體
去
了
。
所
謂
⽝
學
⽞
者
、
每
事
皆
當
學
、
便
實
）⽜（⽝
朱
子
語
類
⽞

論
語
二
・
學
而
時
習
之
章
・
第
五
十
七
條
）
と
述
べ
、
仁
だ
け
を
學
ぶ
こ
と
に

反
對
し
、
具
體
的
な
事
毎
に
⽛
學
⽜
を
實
現
さ
せ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
鵞
峰
は
羅
山
の
説
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

羅
山
先
生
曰
く
、⽛
夫
れ
學
と
は
、
唯
だ
書
を
讀
み
文
字
を
知
る
の
み
に
非

ら
ず
。
人
の
性
、
本
も
と
善
な
り
。
聖
賢
と
雖
も
、
異
な
る
無
し
。
然
れ

ど
も
氣
稟
の
拘
す
る
所
、人
欲
の
蔽
ふ
所
と
爲
る
。
故
に
性
善
を
知
ら
ず
。

古
の
聖
賢
は
、
學
ん
で
覺
る
。
其
の
覺
る
は
己
を
先
す
。
己
も
亦
た
性
善

を
明
ら
か
に
し
て
仁
義
有
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
其
の
初
に
復
す
る
な
り
。

是
れ
學
な
り
⽜
と
。（
羅
山
先
生
曰
、⽛
夫
學
者
、
非
唯
讀
書
知
文
字
。
人

性
本
善
、
雖
聖
賢
無
異
。
然
爲
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
故
不
知
性
善
。

古
聖
賢
學
而
覺
、
其
覺
先
於
己
。
己
亦
明
性
善
而
知
有
仁
義
、
則
復
其
初

也
。
是
學
也
。⽜）（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
中
册
）

朱
子
の
解
釋
と
比
べ
て
み
る
と
、
羅
山
に
と
っ
て
、⽛
學
⽜
と
は
、
善
を
明
ら

か
に
し
て
仁
義
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
本
を
讀
ん
で
字
を
知
る
だ
け
と
い
う
低

い
段
階
で
止
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
羅
山
は
朱
子
よ
り
道
德
を
學
ぶ

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
鵞
峰
も
羅
山
の
説
に
從
っ
て
、⽛⽝
學
⽞の
字
、⽝
説
命
⽞

よ
り
出
づ
。
今
、
按
ず
る
に
學
に
大
人
・
小
人
の
學
有
り
。
此
の
學
は
、
則
ち

大
人
の
學
な
り
（⽛⽝
學
⽞
字
出
於
⽝
説
命
⽞。
今
按
學
有
大
人
、
小
人
之
學
、
此

學
則
大
人
之
學
⽜（
同
上
）
と
解
釋
し
て
い
る
。⽝
尚
書
⽞
商
書
・
説
命
下
に
は
、

傅
説
が
武
丁
に
⽛
學
⽜
に
つ
い
て
進
言
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
鵞
峰
は
こ

れ
を
⽛
學
⽜
の
出
處
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
、⽛
學
⽜
の
意
味
は
灑
掃
、

應
對
な
ど
を
教
え
る
⽛
小
人
の
學
⽜
で
は
な
く
、
修
己
治
人
の
道
を
教
え
る
⽛
大
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人
の
學
⽜、
つ
ま
り
先
王
や
聖
賢
の
學
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。⽛
學
⽜
に
關

す
る
羅
山
と
鵞
峰
の
解
釋
は
、
朱
子
と
異
な
る
と
言
え
る
。

ま
た
、⽛
慍
⽜
に
つ
い
て
、
何
晏
の
注
に
は
、⽛
慍
は
、
怒
な
り
⽜
と
あ
る
が
、

朱
子
⽝
集
注
⽞
で
は
、⽛
怒
り
を
含
む
意
（
含
怒
意
）⽜
と
注
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
朱
子
は
⽛
慍
ら
ず
と
は
、
非
常
に
怒
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
心
に
不
平

不
滿
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
が
慍
る
と
い
う
こ
と
だ
（
不
慍
、
不
是
大

故
怒
、
但
心
裏
略
有
些
不
平
底
意
思
、
便
是
慍
了
）⽜（⽝
朱
子
語
類
⽞
論
語
二
・

學
而
時
習
之
章
・
第
四
十
七
條
）
と
い
い
、⽛
慍
る
は
、
か
っ
と
怒
り
出
す
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
た
だ
少
し
不
愉
快
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
（
慍
、

非
勃
然
而
怒
之
謂
、
只
有
些
小
不
快
活
處
便
是
）⽜（
同
上
、
第
四
十
九
條
）
と

い
う
。
朱
子
に
よ
る
と
、
君
子
は
人
に
知
ら
れ
な
く
て
も
、
ほ
ん
の
少
し
も
不

滿
を
持
た
な
い
。
朱
注
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
按
ず
る
に
、⽛
慍
⽜
の
字
は
怒
り
の
外
に
發
せ
ざ
る
を
示
す
。
故
に
朱
子

は
⽛
含
⽜
の
字
を
以
て
注
し
、
且
つ
⽛
意
⽜
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
怒
り
の

發
せ
ざ
る
こ
と
觀
る
可
き
な
り
。（
今
按
⽛
慍
⽜
字
示
怒
之
不
發
於
外
。
故

朱
子
以
⽛
含
⽜
字
注
、
且
加
⽛
意
⽜、
則
怒
之
不
發
可
觀
也
。）（⽝
論
語
集

注
私
考
⽞
中
册
）

朱
子
が
⽛
含
⽜
と
⽛
意
⽜
を
加
え
た
の
で
、⽛
慍
⽜
の
意
味
は
怒
り
を
外
に
出

さ
な
い
と
い
う
。
鵞
峰
は
朱
子
の
説
を
受
け
継
い
で
、
已
發
未
發
論
に
よ
っ
て

⽛
慍
⽜
を
解
釋
し
て
い
る
。
朱
子
に
よ
る
と
、⽛
性
⽜
は
未
發
で
あ
り
、
皆
善
で

あ
る
。⽛
情
⽜
は
已
發
で
あ
り
、
善
と
惡
の
區
別
が
あ
る
。
そ
し
て
、⽛
性
⽜
は

⽛
體
⽜
で
あ
り
、
靜
か
で
動
か
な
い
。⽛
情
⽜
は
⽛
用
⽜
で
あ
り
、
動
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、⽛
怒
⽜
は
⽛
性
⽜
に
對
す
る
⽛
情
⽜
の
一
つ
と
し
て
、
外
に
發
す
る

も
の
で
あ
る
。
鵞
峰
は
朱
子
の
説
を
敷
衍
し
て
解
釋
し
て
い
る
。

（
二
）⽛
其
爲
人
也
孝
弟
⽜
章
の
解
釋

學
而
篇
の
第
二
章
に
、⽛
有
子
曰
く
、
其
の
人
と
爲
り
や
孝
弟
に
し
て
、
上
を

犯
す
を
好
む
者
は
鮮
し
。
上
を
犯
す
を
好
ま
ず
し
て
、亂
を
作
す
を
好
む
者
は
、

未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ず
。
孝
弟
な
る

者
は
、
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
⽜
と
あ
る
。
こ
の
章
は
、⽛
孝
弟
⽜
と
⽛
仁
⽜
の

關
係
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
昔
か
ら
多
種
多
樣
な
解
釋
が
あ
る
十
。

⽛
孝
弟
⽜
は
⽛
仁
の
本
⽜
な
の
か
、
そ
れ
と
も
⽛
仁
を
爲
す
⽜
本
な
の
か
。
ま
た
、

⽛
仁
⽜
を
⽛
人
⽜
の
意
味
に
捉
え
て
、⽛
孝
弟
⽜
が
⽛
人
の
本
⽜
或
い
は
⽛
人
と

爲
り
の
本
⽜
と
解
釋
す
る
の
か
。
漢
代
か
ら
六
朝
に
か
け
て
、
孝
弟
は
根
本
的

な
道
德
と
み
な
さ
れ
て
、
仁
は
孝
弟
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
生
じ
て
く
る
。
し

か
し
、
宋
代
に
至
っ
て
は
、
孝
弟
は
具
體
的
な
德
目
と
さ
れ
て
、
一
方
、
仁
は

形
而
上
と
形
而
下
の
兩
面
性
を
與
え
ら
れ
て
、
各
學
派
は
仁
を
め
ぐ
っ
て
自
説

を
展
開
し
て
い
る
十
一
。

⽝
集
注
⽞
で
は
、⽛
仁
は
、
愛
の
理
、
心
の
德
な
り
。
仁
を
爲
す
は
、
猶
ほ
仁

を
行
ふ
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。（
中
略
）
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
子
は
凡
事
に
專
ら
力

を
根
本
に
用
ひ
、
根
本
既
に
立
て
ば
、
則
ち
其
の
道
自
ら
生
ず
。
上
文
の
所
謂

孝
弟
の
若
き
は
、
乃
ち
是
れ
仁
を
爲
す
の
本
な
り
。
學
者
此
に
務
む
れ
ば
、
則

ち
仁
道
此
に
よ
り
し
て
生
ず
る
な
り
⽜
と
解
説
し
、
程
子
の
解
釋
を
引
用
し
て
、

⽛
孝
弟
は
、
順
德
な
り
。
故
に
上
を
犯
す
を
好
ま
ざ
れ
ば
、
豈
に
復
た
理
に
逆
ら

ひ
常
を
亂
す
の
事
有
ら
ん
や
。
德
に
本
有
り
、本
立
て
ば
則
ち
其
の
道
充
大
す
。

孝
弟
、
家
に
行
は
れ
て
、
後
に
仁
愛
物
に
及
ぶ
。
所
謂
親
を
親
し
み
て
民
を
仁

い
つ
く
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し
む
な
り
。
故
に
仁
を
爲
す
は
、
孝
弟
を
以
て
本
と
爲
す
。
性
を
論
ず
れ
ば
、

則
ち
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
⽜
と
述
べ
て
い
る
。⽝
集
注
⽞
で
は
、
さ
ら
に

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

或
ひ
と
問
ふ
、⽛
孝
弟
は
仁
を
爲
す
の
本
な
り
。
此
れ
是
れ
孝
弟
に
由
り

て
以
て
仁
に
至
る
可
き
や
否
や
⽜
と
。
曰
く
、⽛
非
な
り
。
仁
を
行
ふ
は
孝

弟
自
り
始
む
る
を
謂
ふ
。
孝
弟
は
是
れ
仁
の
一
事
な
り
。
之
を
仁
を
行
ふ

の
本
と
謂
ふ
は
則
ち
可
な
り
。
是
れ
仁
の
本
な
り
と
謂
ふ
は
則
ち
不
可
な

り
。
蓋
し
仁
は
是
れ
性
な
り
、
孝
弟
は
是
れ
用
な
り
。
性
の
中
に
只
だ
箇

の
仁
義
禮
智
の
四
者
有
る
の
み
。
曷
ぞ
嘗
て
孝
弟
有
り
て
來
ら
ん
。
然
れ

ど
も
仁
は
愛
を
主
と
し
、
愛
は
親
を
愛
す
る
よ
り
も
大
い
な
る
は
莫
し
。

故
に
曰
く
、
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
⽜
と
。

朱
子
は
程
子
の
説
を
繼
承
し
、
本
體
と
作
用
の
概
念
を
用
い
て
、
孝
弟
が
仁

の
根
本
で
は
な
く
、
仁
を
行
う
根
本
で
あ
り
、⽛
性
（
理
）⽜
か
ら
み
れ
ば
、
仁

こ
そ
孝
弟
の
根
本
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
は
孝
弟
の
本
體
で

あ
り
、
仁
を
實
踐
す
る
孝
弟
は
仁
の
作
用
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
、

本
朝
の
古
注
本
は
、⽛
爲
⽜
の
字
無
し
。
是
れ
書
寫
の
脱
落
の
誤
り
な
り
。

按
ず
る
に
⽝
漢
書
⽞
に
曰
く
、⽛
傳
に
曰
く
、⽝
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
⽞

と
。⽜
師
古
の
注
に
曰
く
、⽛
傳
は
、⽝
論
語
⽞
を
謂
ふ
⽜
と
。
是
れ
由
り
之

を
見
れ
ば
、⽛
爲
⽜
の
字
を
脱
す
る
こ
と
知
る
可
し
。
況
ん
や
程
子
曰
く
、

⽛
孝
弟
は
即
ち
是
れ
仁
の
本
と
謂
ふ
に
非
ず
。
蓋
し
仁
を
爲
す
の
本
を
謂

ふ
か
⽜
と
。（
本
朝
古
注
本
無
⽛
爲
⽜
字
、
是
書
寫
脱
落
之
誤
也
。
按
⽝
漢

書
⽞
曰
、⽛
傳
曰
⽝
其
爲
仁
之
本
與
⽞。⽜
師
古
注
曰
⽛
傳
、
謂
⽝
論
語
⽞。⽜

由
是
見
之
、
脱
⽛
爲
⽜
字
可
知
。
況
於
程
子
曰
、⽛
非
謂
孝
弟
即
是
仁
之
本
、

蓋
謂
爲
仁
之
本
乎
。⽜）（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
中
册
）

と
述
べ
て
お
り
、⽝
漢
書
⽞
及
び
程
子
の
説
を
引
用
し
、
日
本
の
古
注
本
に
⽛
爲
⽜

の
字
が
な
い
の
は
書
寫
の
際
に
脱
落
し
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
古
注

本
は
、
足
利
本
⽝
論
語
⽞
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
古
注
本
に
從
う

と
、
孝
弟
は
仁
の
根
本
と
な
り
、
仁
は
孝
弟
よ
り
低
い
位
置
に
置
か
ら
れ
て
し

ま
い
、
朱
子
が
唱
え
た
仁
の
重
要
性
と
一
致
し
な
い
。
さ
ら
に
、
鵞
峰
は
、
こ

の
章
に
お
け
る
⽛
仁
⽜
を
⽛
人
⽜
と
讀
む
こ
と
を
否
定
し
、
焦
竑
（
字
は
弱
侯
）

の
説
の
一
例
を
舉
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
ず
る
に
焦
弱
侯
⽝
筆
乘
⽞
に
曰
く
、⽛⽝
爲
仁
⽞
は
⽝
爲
人
⽞
に
作
る
⽜

と
。
羅
山
先
生
曰
く
、⽛
疑
ふ
に
夫
れ
漢
儒
の
書
寫
の
誤
り
な
り
。
然
れ

ど
も
雍
也
篇
に
曰
く
、⽝
井
に
仁
有
り
⽞
と
。
仁
は
、
人
な
り
。
若
し
之
に

從
へ
ば
、
則
ち
孝
弟
を
以
て
人
と
爲
る
の
本
な
り
。
是ぜ

な
ら
ず
と
雖
も
、

多
聞
に
備
ふ
⽜
と
。（
按
焦
弱
侯
⽝
筆
乘
⽞
曰
、⽛
爲
仁
⽜
作
⽛
爲
人
⼧十
二
。

羅
山
先
生
曰
、⽛
疑
夫
漢
儒
書
寫
之
誤
也
。
然
雍
也
篇
曰
、⽝
井
有
仁
⽞。
仁
、

人
也
。
若
從
之
、則
以
孝
弟
爲
人
之
本
也
。
雖
不
是
、備
多
聞
。⽜）（
同
上
）

羅
山
に
よ
る
と
、⽛
仁
⽜
を
⽛
人
⽜
と
讀
む
の
は
、
漢
代
儒
學
者
の
誤
り
で
あ

る
。
雍
也
篇
に
⽛
井
に
仁
有
り
⽜
の
⽛
仁
⽜
に
つ
い
て
、
何
晏
⽝
論
語
集
解
⽞

で
は
、
孔
安
國
の
説
を
引
用
し
て
、⽛
仁
人
井
に
墮
つ
る
（
仁
人
墮
井
）⽜
と
あ

り
、
仁
德
の
あ
る
人
が
井
戸
に
落
ち
て
い
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
子
⽝
論
語

集
注
⽞
で
は
、⽛
劉
聘
君
（
名
は
勉
之
、
字
は
致
中
）
曰
く
、⽝
仁
有
り
の
仁
は
、

當
に
人
に
作
る
べ
し
⽞
と
。
今
、
之
に
從
ふ
⽜
と
解
釋
し
、⽛
仁
⽜
を
⽛
人
⽜
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
の
意
味
か
ら
い
う
と
、⽛
仁
⽜
を
⽛
人
⽜
と
し
た
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ら
、
孝
弟
が
人
と
な
る
の
根
本
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
解
説
は
間
違
っ
て
い
る

と
し
て
い
る
。

（
三
）⽛
吾
與
回
言
終
日
⽜
章
の
解
釋

爲
政
篇
に
、⽛
吾
と
回
と
言
ふ
に
、
終
日
、
違
は
ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
。

退
い
て
其
の
私
を
省
れ
ば
、
亦
た
以
て
發
す
る
に
足
る
。
回
や
愚
な
ら
ず
⽜
と

い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。⽝
論
語
集
注
⽞
で
は
、⽛
違
は
ず
と
は
、
意
相
ひ

背
か
ず
聽
受
有
り
て
問
難
無
き
な
り
。
私
と
は
、
燕
居
獨
處
を
謂
ひ
、
進
見
請

問
の
時
に
非
ず
。
發
と
は
、
言
ふ
所
の
理
を
發
明
す
る
を
謂
ふ
⽜
と
解
説
し
、

⽛
私
⽜
は
、
顏
回
が
孔
子
に
お
會
い
し
て
質
問
し
て
い
る
時
で
は
な
く
、
一
人
で

く
つ
ろ
い
で
い
る
時
を
指
し
て
い
る
と
い
う
。⽛
退
⽜
と
⽛
省
⽜
に
つ
い
て
、⽝
集

注
⽞
で
は
詳
し
く
言
及
し
て
い
な
い
が
、⽝
論
語
或
問
⽞
で
は
、⽛
程
子
、
退
省

の
二
字
に
於
い
て
、
意
は
亦
た
同
じ
か
ら
ず
。
前
説
は
以
て
孔
子
之
を
省
み
る

と
爲
し
て
、
後
説
は
以
て
顏
子
の
自
省
と
爲
す
。
恐
ら
く
當
に
前
説
を
以
て
正

と
爲
す
べ
し
⽜（
卷
二
⽛
爲
政
第
二
⽜）
と
述
べ
て
お
り
、
孔
子
が
顏
回
の
こ
と

を
觀
察
す
る
、
及
び
顏
回
が
自
分
で
反
省
す
る
と
い
う
二
つ
の
説
を
舉
げ
て
、

孔
子
が
顏
回
を
觀
察
す
る
ほ
う
が
正
し
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、⽝
朱
子
語

類
⽞
で
は
、⽛
こ
れ
は
、
夫
子
が
退
い
て
、
顏
回
の
自
分
一
人
で
い
る
の
を
觀
察

す
る
と
い
う
こ
と
だ
（
此
夫
子
退
而
省
察
顏
子
之
私
如
此
）⽜（⽛
爲
政
篇
下
・
吾

與
回
言
章
⽜
第
七
條
）
と
明
言
し
、
孔
子
が
退
室
し
て
か
ら
顏
回
の
こ
と
を
觀

察
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
で
は
、
羅
山
の
解
釋
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問

答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

惺
齋
（
藤
原
惺
窩
）、
羅
山
先
生
に
謂
ひ
て
曰
く
、⽛
退
省
は
、
孔
子
の
省

み
る
所
か
。
ま
た
顏
子
の
省
み
る
所
か
⽜
と
。
先
生
曰
く
、⽛⽝
大
全
⽞
に

據
れ
ば
、
則
ち
兩
説
存
す
。
然
れ
ど
も
朱
注
を
熟
讀
す
れ
ば
、
則
ち
顏
子

を
以
て
之
を
見
て
可
な
り
⽜
と
。
惺
齋
曰
く
、⽛
朱
子
は
、⽝
燕
居
獨
處
⽞

を
以
て
之
を
注
す
。
然
れ
ど
も
疑
ひ
無
き
に
非
ざ
る
な
り
⽜
と
。（
惺
齋

謂
羅
山
先
生
曰
、⽛
退
省
、
孔
子
之
所
省
乎
。
抑
顏
子
所
省
乎
。⽜
先
生
曰
、

⽛
據
⽝
大
全
⽞
則
兩
説
存
。
然
熟
讀
朱
注
、
則
以
顏
子
見
之
而
可
也
。⽜
惺

齋
曰
、⽛
朱
子
以
⽝
燕
居
獨
處
⽞
注
之
、
然
非
無
疑
也
。⽜）（⽝
論
語
集
注
私

考
⽞
中
册
）

惺
窩
の
質
問
に
對
し
て
、
羅
山
は
朱
子
の
注
釋
に
よ
っ
て
顏
回
が
自
分
で
反

省
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
惺
窩
は
朱
子
の
⽛
燕
居
獨
處
⽜
と
い
う
注
釋
に
疑

問
を
抱
い
て
い
る
。

で
は
、
鵞
峰
は
⽛
退
⽜
と
⽛
省
⽜
に
つ
い
て
ど
う
解
釋
し
て
い
る
の
か
。⽝
論

語
集
注
私
考
⽞
で
は
、
次
の
よ
う
に
三
つ
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。

①⽝
大
全
⽞
に
曰
く
、⽛
私
と
は
、
他
人
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
回
自
ら
知

る
者
な
り
。
夫
子
能
く
之
を
察
す
⽜
と
。
又
曰
く
、⽛
此
れ
、
夫
子
退
い

て
、
顏
子
の
私
を
省
察
す
る
な
り
⽜
と
。（⽝
大
全
⽞
曰
、⽛
私
者
、
他
人

所
不
知
而
回
自
知
者
、
夫
子
能
察
之
。⽜
又
曰
、⽛
此
夫
子
退
而
省
察
顏

子
之
私
也
。⽜（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
中
册
）

②
致
堂
胡
氏
曰
く
、⽛
夫
子
、
久
し
く
已
に
顏
子
の
愚
な
ら
ざ
る
を
知
り
、

必
ず
其
（
顏
子
）
の
私
を
退
省
す
る
を
曰
ふ
は
、
以
て
無
證
の
空
言
に

非
ざ
る
を
見し

め

す
。
且
つ
以
て
進
德
の
功
を
明
ら
か
に
し
、
必
ず
内
外
相

ひ
符
し
、
隱
顯
一
致
に
す
る
に
由
る
。
學
者
の
其
の
獨
を
愼
む
を
欲
す
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る
な
り
⽜
と
。（
致
堂
胡
氏
曰
、⽛
夫
子
久
已
知
顏
子
之
不
愚
、
必
曰
退

省
其
私
者
、
以
見
非
無
證
之
空
言
。
且
以
明
進
德
之
功
、
必
由
内
外
相

符
、
隱
顯
一
致
、
欲
學
者
之
謹
其
獨
也
。⽜）（
同
上
）

③⽝
蒙
引
⽞
に
曰
く
、⽛
退
く
は
、
即
ち
孔
子
退
く
な
り
。⽝
吾
⽞
の
字
を
承

け
來
り
て
顏
子
の
退
く
を
謂
へ
ば
、
則
ち
下
に
⽝
私
⽞
の
字
有
る
在
り
⽜

と
。（⽝
蒙
引
⽞
曰
、⽛
退
、
即
孔
子
退
也
。
承
⽝
吾
⽞
字
來
謂
顏
子
退
、

則
下
有
⽝
私
⽞
字
在
。⽜）（
同
上
）

⽝
四
書
大
全
⽞
に
よ
る
と
、
①
の
内
容
は
朱
子
の
言
葉
で
あ
る
が
、
鵞
峰
は
明

示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
②
は
⽝
四
書
大
全
⽞
で
引
用
さ
れ
た
胡
寅
（
號
は

致
堂
）
の
説
で
あ
る
。
③
は
蔡
清
⽝
四
書
蒙
引
⽞
の
原
文
で
あ
る
。
こ
の
三
つ

の
説
は
、
前
述
し
た
⽝
論
語
或
問
⽞
と
⽝
朱
子
語
類
⽞
に
お
け
る
朱
子
の
見
解

と
一
致
し
て
、
孔
子
が
退
室
し
て
顏
回
が
一
人
で
い
る
と
こ
ろ
を
觀
察
す
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
鵞
峰
の
解
説
は
羅
山
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
羅
山
は
佛
教
や
老
莊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

或
る
人
は
羅
山
先
生
に
問
ひ
て
曰
く
、⽛
老
子
、
智
を
棄
つ
る
な
り
⽜（⽝
道

德
經
⽞）
と
。⽝
史
記
⽞
に
老
子
は
孔
子
に
告
げ
て
曰
く
、⽝
君
子
、
盛
德
に

し
て
、
容
貌
愚
な
る
が
若
し
⽞（⽛
老
子
韓
非
列
傳
⽜）
と
。
莊
子
、
顏
子
の

坐
忘
を
以
て
、
聰
明
を
黜し

り
ぞく
と
爲
す
（⽝
莊
子
⽞
大
宗
師
）。
此
の
章
の
⽝
愚

な
る
が
如
し
⽞
と
、
同
異
如
何
⽜
と
。
先
生
曰
く
、⽛（
中
略
）
顏
子
、
深

濳
純
粹
を
以
て
、
自
ら
睿
智
有
り
て
、
聖
人
と
違
は
ず
。
故
に
愚
な
る
が

如
し
。（
中
略
）
夫
の
老
莊
智
を
棄
て
、
佛
氏
私
を
立
て
、
一
默
無
言
（⽝
維

摩
經
⽞）を
以
て
之
を
論
ず
る
者
の
若
き
は
、豈
に
孔
子
の
無
言（
陽
貨
篇
）、

顏
子
の
違
は
ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
と
竝
べ
て
之
を
論
ぜ
ん
や
⽜
と
。

（
或
人
問
羅
山
先
生
曰
、⽛
老
子
棄
智
也
。⽝
史
記
⽞
老
子
告
孔
子
曰
、⽝
君

子
盛
德
、
容
貌
若
愚
⽞。
莊
子
以
顏
子
坐
忘
爲
黜
聰
明
。
與
此
章
⽝
如
愚
⽞、

同
異
如
何
。⽜
先
生
曰
、⽛（
中
略
）
顏
子
以
深
潛
純
粹
、
自
有
睿
智
、
與
聖

人
不
違
、
故
如
愚
。（
中
略
）
若
夫
老
莊
棄
智
、
佛
氏
立
私
、
以
一
默
無
言

論
之
者
、
豈
與
孔
子
無
言
、
顏
子
不
違
如
愚
竝
論
之
哉
。⽜）（⽝
論
語
集
注

私
考
⽞
中
册
）

老
子
や
釋
迦
は
孔
子
や
顏
回
の
よ
う
な
聖
人
と
同
列
に
論
じ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
。
こ
こ
に
、
儒
教
を
信
奉
し
て
老
莊
と
佛
教
を
排
撃
す
る
羅
山
の
思
想

の
一
端
が
窺
え
る
。

（
四
）⽛
子
入
大
廟
⽜
章
の
解
釋

八
佾
篇
に
、⽛
子
、
大
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に
問
ふ
。
或
ひ
と
曰
く
、⽝
孰
れ

か
鄹す

う

人ひ
と

の
子
を
、
禮
を
知
る
と
謂
ふ
や
。
大
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に
問
ふ
⽞
と
。

子
、
之
を
聞
き
て
曰
く
、⽝
是
れ
禮
な
り
⽞
と
⽜
と
あ
る
。⽝
論
語
集
注
⽞
で
は
、

⽛
孔
子
少
き
よ
り
禮
を
知
る
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
故
に
或
る
人
此
れ
に
因
り
て
之

を
譏
る
。
孔
子
の
⽝
是
れ
禮
な
り
⽞
と
言
ふ
は
、
敬
謹
の
至
り
、
乃
ち
禮
を
爲

す
所
以
な
り
⽜
と
解
釋
し
、
さ
ら
に
、
尹
焞
の
⽛
禮
と
は
、
敬
の
み
。
知
る
と

雖
も
亦
た
問
ふ
は
、
謹
み
の
至
り
な
り
。
其
の
敬
爲
る
こ
と
、
此
れ
よ
り
大
な

る
は
莫
し
。
之
を
禮
を
知
ら
ず
と
謂
ふ
者
は
、
豈
に
以
て
孔
子
を
知
る
に
足
ら

ん
や
⽜（⽝
論
語
集
注
⽞）
と
い
う
見
解
を
引
用
し
て
い
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、
孔

子
が
事
毎
に
問
う
た
の
は
、
實
際
に
禮
を
知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
謹
ん
で

質
問
し
た
の
で
あ
る
。
孔
子
が
禮
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

①⽝
大
全
⽞
に
曰
く
、⽛（
中
略
）
孟
僖
子
病
み
、
相
禮
す
る
に
能
は
ず
。
二

子
を
し
て
夫
子
に
禮
を
學
ば
し
む
。
齊
の
黎
彌
曰
く
、⽝
孔
某
、
禮
を
知

り
て
、
勇
無
し
⽞
と
。
則
ち
夫
子
、
禮
を
知
る
を
以
て
聞
こ
ゆ
る
こ
と

知
る
可
し
⽜
と
。

②
又
曰
く
、⽛
知
り
て
更
に
審
問
し
、
方
に
聖
人
の
自
足
せ
ざ
る
處
を
見
る

べ
し
⽜
と
。

③⽝
論
語
或
問
⽞
に
曰
く
、⽛⽝
夫
子
、
既
に
問
ふ
の
後
、
又
大
廟
に
入
り
、

則
ち
復
た
之
を
問
ふ
か
⽞と
。
朱
子
曰
く
、⽝
否
、知
り
て
之
を
問
へ
ば
、

則
ち
僞
に
近
し
。
若
し
問
は
ざ
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
問
ふ
な
り
⽞⽜

と
。

④⽝
直
解
⽞
に
曰
く
、⽛
此
の
章
と
堯
の
欽
明
、
舜
の
好
ん
で
問
い
、
好
ん

で
邇
言
を
察
す
と
は
、
同
意
な
り
⽜
と
。

（⽝
大
全
⽞
曰
、⽛（
中
略
）
孟
僖
子
病
、
不
能
相
禮
。
使
二
子
學
禮
於
夫
子
。

齊
黎
彌
曰
、⽝
孔
某
知
禮
而
無
勇
。⽞
則
夫
子
以
知
禮
聞
、
可
知
亦
。⽜
又
曰
、

⽛
知
底
更
審
問
、
方
見
聖
人
不
自
足
處
。⽜⽝
論
語
或
問
⽞
曰
、⽛⽝
夫
子
既
問

之
後
又
入
大
廟
、
則
復
問
之
乎
。⽞
朱
子
曰
、⽝
否
、
知
而
問
之
則
近
僞
。

若
有
所
不
問
、
則
問
之
也
。⽞⽜⽝
直
解
⽞
曰
、⽛
此
章
與
堯
之
欽
明
、
舜
好

問
而
好
察
邇
言
同
意
。⽜）（⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
下
册
）

①⽝
四
書
大
全
⽞
の
引
用
文
は
、⽝
左
傳
⽞
昭
公
七
年
と
定
公
十
年
の
記
載
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
書
の
記
録
に
よ
っ
て
、
孔
子
が
禮
を
知
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②⽛
又
曰
く
⽜
の
内
容
も
⽝
四
書
大

全
⽞
に
引
か
れ
た
朱
子
の
説
で
、
③⽝
或
問
⽞
の
問
答
と
同
樣
に
、
孔
子
に
知
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
人
に
質
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
④
張
居
正
⽝
四
書
直

解
⽞
を
引
用
し
、
孔
子
が
事
毎
に
問
う
の
は
、
堯
・
舜
の
賢
明
さ
と
同
じ
意
味

で
あ
る
と
褒
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、⽝
論
語
集
注
私
考
⽞
で
は
、
楊
時
（
號
は
龜
山
）
と
王
守
仁
（
號
は

陽
明
）
の
説
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

異
説
に
曰
く
、
楊
龜
山
曰
く
、⽛
曾
子
、
君
子
の
貴
ぶ
所
の
三
道
を
舉
げ
て

曰
く
、⽝
籩
豆
の
事
は
、
則
ち
有
司
存
す
⽞⽜
と
。
王
陽
明
も
亦
た
曰
く
、

⽛
聖
人
の
生
れ
な
が
ら
知
る
は
、
義
理
を
以
て
之
を
言
ふ
。
籩
豆
の
事
に

於
い
て
は
、
則
ち
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
⼧十
三

と
。
世
儒
皆
、
之
に
從
ふ
。

羅
山
先
生
曰
く
、⽛⽝
中
庸
⽞
に
曰
く
、⽝
聖
人
と
雖
も
亦
た
知
ら
ざ
る
所
有

り
、
能
は
ざ
る
所
有
り
⽞
と
。
故
に
楊
、
王
に
從
ふ
者
は
、
粗ほ

ぼ

之
有
り
。

然
れ
ど
も
籩
豆
の
事
は
、
則
ち
有
位
者
の
爲
す
所
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
如

何
ぞ
初
め
に
其
の
名
物
を
知
ら
ず
し
て
、
太
廟
に
入
り
て
事
每
に
之
を
問

は
ん
や
。
故
に
⽝
集
注
⽞
之
を
取
ら
ず
⽜
と
。（
異
説
曰
、
楊
龜
山
曰
、⽛
曾

子
舉
君
子
所
貴
三
道
、
而
曰
籩
豆
之
事
、
則
有
司
存
。⽜
王
陽
明
亦
曰
、⽛
聖

人
生
知
者
、以
義
理
言
之
。
於
籩
豆
之
事
、則
非
所
知
也
。⽜世
儒
皆
從
之
。

羅
山
先
生
曰
、⽛⽝
中
庸
⽞
曰
、
雖
聖
人
亦
有
所
不
知
、
有
所
不
能
。
故
從

楊
、
王
者
粗
有
之
乎
。
然
籩
豆
之
事
、
則
有
位
者
非
所
爲
也
。
如
何
初
不

知
其
名
物
、
而
入
太
廟
每
事
問
之
乎
。
故
⽝
集
注
⽞
不
取
之
。⽜）（
同
上
）

楊
時
と
王
守
仁
は
、
曾
子
の
説
に
從
い
、
孔
子
が
禮
器
の
竝
び
方
な
ど
の
こ

ま
か
い
技
術
的
な
こ
と
を
知
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
羅
山

は
、
聖
人
に
も
知
ら
な
い
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
名
物
を
知
ら
な
い

の
に
事
毎
に
問
う
こ
と
は
し
な
い
と
反
駁
し
て
い
る
。
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朱
子
は
⽝
論
語
或
問
⽞
で
は
、

程
子
至
れ
り
。
尹
氏
發
明
し
、
意
尤
も
詳
備
す
。
呂
氏
、
周
氏
の
説
、
恐

ら
く
亦
た
或
い
は
此
の
意
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
本
に
非
ら
ざ
る
な
り
。

范
氏
、
宗
廟
を
立
つ
る
を
以
て
民
に
孝
を
教
ふ
る
と
爲
す
は
、
則
ち
國
を

有
つ
者
の
其
の
親
を
思
念
す
る
の
誠
心
に
本
づ
か
ず
。
事
每
に
問
ふ
を
以

て
鬼
神
を
敬
ふ
と
爲
す
は
、
則
ち
又
、
聖
人
の
其
の
事
を
敬
愼
す
る
の
本

意
に
非
ら
ず
。
謝
氏
の
説
の
如
き
は
、
則
ち
是
れ
聖
人
、
本
も
と
是
れ
を

以
て
其
の
詆
訐
を
當
時
に
於
い
て
肆

ほ
し
い
ま
まに
せ
ん
と
欲
し
、
既
に
し
て
又
、
敬

愼
の
説
に
託
し
て
以
て
之
を
文か

ざ

る
な
り
。
其
れ
必
ず
然
ら
ざ
ら
ん
。
楊
氏

以
へ
ら
く
、
籩
豆
の
事
、
夫
子
眞
に
知
ら
ざ
る
所
あ
り
、
恐
ら
く
亦
た
未

だ
安
ら
か
な
ら
ず
。
夫
の
籩
豆
の
事
、
特
だ
に
有
位
者
の
當
に
、
其
の
間

に
察
す
べ
き
所
な
る
の
み
に
非
ず
。
豈
に
以
て
初
め
に
其
の
名
物
を
識
ら

ず
し
て
、
必
ず
廟
に
入
る
を
待
ち
て
、
後
に
問
ふ
べ
し
と
謂
は
ん
や
。
侯

氏
、
蓋
し
兼
ね
て
程
子
、
呂
氏
の
意
を
引
く
。
然
れ
ど
も
亦
た
雜
な
り
。

（⽝
論
語
或
問
⽞
卷
三
⽛
八
佾
第
三
⽜）

と
述
べ
て
お
り
、
朱
子
は
楊
龜
山
の
説
以
外
に
、
呂
祖
謙
・
周
伯
忱
・
范
淳
夫
・

謝
良
佐
・
侯
師
聖
の
五
人
の
説
も
列
舉
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
を

指
摘
し
、
程
子
と
尹
焞
の
解
釋
を
支
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鵞
峰
と
羅
山

は
、⽝
或
問
⽞で
言
及
さ
れ
た
楊
龜
山
の
解
釋
に
王
陽
明
の
説
を
わ
ざ
わ
ざ
加
え
、

異
説
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
朱
子
學
尊
重
の
立
場
か
ら
陽
明
學

を
排
斥
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

鵞
峰
は
林
家
の
繼
承
者
と
し
て
、
そ
の
思
想
や
學
風
は
父
羅
山
か
ら
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
朱
子
⽝
論
語
集
注
⽞
に
基
づ
い
て
⽝
論
語
⽞
を
解

釋
し
、
明
代
の
著
作
に
對
し
て
強
い
關
心
を
示
し
て
い
る
。
數
多
く
の
程
朱
學

關
係
の
朝
鮮
本
を
讀
ん
だ
羅
山
（
鵞
峰
も
含
む
）
の
學
問
形
成
に
つ
い
て
、
朝

鮮
の
朱
子
學
一
色
に
染
め
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
十
四
、
明
代
思
想
の
直

接
の
影
響
も
度
外
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鵞
峰
が
明
代
の
儒
學
者
の
解
釋

を
屡
々
引
用
し
た
理
由
に
は
、新
渡
來
の
思
想
や
知
識
へ
の
關
心
は
も
ち
ろ
ん
、

近
世
儒
學
草
創
期
の
幕
府
の
官
僚
と
し
て
、
清
原
家
の
學
問
と
一
線
を
畫
し
、

朱
子
學
を
幕
府
の
統
治
に
根
付
か
せ
る
た
め
に
、
漢
唐
の
古
注
も
揚
棄
し
た
と

も
言
え
る
。
朱
子
の
解
釋
と
少
し
違
い
が
あ
る
が
、
全
體
か
ら
み
れ
ば
、
や
は

り
朱
子
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
を
踏
襲
し
て
、
佛
教
や
道
教
の
異
學
を
排
撃
し
、
陸

王
學
と
峻
別
し
て
い
る
。
羅
山
と
鵞
峰
が
朱
子
學
一
尊
主
義
で
經
學
を
解
釋
し

た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
朱
子
學
の
官
學
化
及
び
日
本
儒
學
の
發
展

に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
。

羅
山
や
鵞
峰
の
よ
う
な
江
戸
前
期
の
儒
學
者
は
明
代
の
理
學
、
特
に
朱
子
學

を
積
極
的
に
受
容
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
明
末
に
は
政
治
腐
敗
や
經
濟

崩
壞
に
直
面
し
、
農
民
反
亂
が
各
地
で
蜂
起
し
た
。
朱
子
學
は
空
論
に
走
り
、

讀
書
人
が
出
世
し
て
功
名
を
求
め
る
手
段
と
な
っ
た
。
明
朝
滅
亡
の
大
變
動
を

目
に
し
た
思
想
家
、
例
え
ば
、
王
夫
之
、
顧
炎
武
ら
は
、
明
代
の
心
學
に
筆
誅

を
加
え
、
思
想
や
學
問
に
治
世
上
の
有
用
性
を
求
め
る
實
學
を
掲
げ
た
。

一
方
、日
本
で
は
、古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、佛
教
が
主
流
の
思
想
と
な
っ
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た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
德
川
將
軍
は
實
權
を
握
っ
た
が
、
名
目
上
、
天
皇

は
國
家
の
君
主
で
あ
っ
て
、
中
國
の
よ
う
な
易
姓
革
命
に
よ
る
政
治
的
大
變
動

は
な
か
っ
た
。
幕
府
は
社
會
の
安
定
や
秩
序
の
構
築
を
保
つ
た
め
に
、
朱
子
學

を
體
制
秩
序
を
擁
護
す
る
穩
健
な
思
想
と
し
て
尊
重
し
官
學
化
し
た
。
羅
山
と

鵞
峰
は
明
代
の
著
作
を
渉
獵
し
、
朱
子
學
を
普
及
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。

（
か
ん

が
せ
ん
・
言
語
文
学
専
攻
)

注一

⼨鼇
頭
評
註
四
書
大
全
⽞
は
、
胡
廣
編
⽝
四
書
大
全
⽞（
徐
九
一
太
史
訂
正
、
金
閶

五
雲
居
藏
版
、
永
樂
十
三
年
刊
行
）
の
和
刻
本
（
藤
原
惺
窩
輯
、
鵜
飼
石
斎
訓
點
、

刊
行
年
未
詳
。
國
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
）
で
あ
り
、
内
容
に
他
の
版
本
と
異
同
が
あ
る
。
鵞
峰
は
こ
の
版
本
を
參
考
し

た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、⽝
四
書
大
全
⽞
を
言
う
場
合
は
、
全
て
⽝
鼇
頭
評
註
四
書

大
全
⽞
を
指
し
て
い
る
。

二

佐
藤
錬
太
郎
⽛
王
夫
之
⽝
読
四
書
大
全
説
⼩
─
⼨集
注
⽞
支
持
と
⽝
集
註
大
全
⽞

批
判
─
⽜（
松
川
健
二
編
⽝
論
語
の
思
想
史
⽞、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
を
參

照
さ
れ
た
い
。

三

清
原
家
の
經
學
の
詳
細
は
、
水
上
雅
晴
⽛
清
原
家
の
⽝
論
語
⽞
解
釋
─
清
原
宣

賢
を
中
心
に
─
⽜（⽝
北
海
道
大
學
文
學
研
究
科
紀
要
⽞
第
一
二
五
號
、
六
五
～
一

一
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
）
及
び
⽛
清
原
宣
賢
の
經
學
─
古
注
の
護
持
と
新
注
の

受
容
─
⽜（⽝
琉
球
大
學
教
育
學
部
紀
要
⽞
第
七
六
集
、
五
一
～
六
五
頁
、
二
〇
一

〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

四

詳
し
く
は
、
武
内
義
雄
⽝
論
語
之
研
究
⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）、
伊
東
倫

厚
⽛⽝
論
語
⽞
の
成
立
と
傳
承
⽜（
松
川
健
二
⽝
論
語
の
思
想
史
⽞
所
収
、
汲
古
書

院
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

五

原
文
⽛
等
⽜
を
改
め
る
。

六

⼨千
百
年
眼
⽞
の
日
本
に
與
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
朱
志
先
⽛
張
燧
⽝
千
百
年
眼
⽞

在
日
本
的
傳
播
與
接
受
⽜（⽝
史
志
學
刊
⽞
第
四
期
、
二
〇
一
五
年
八
月
）
を
參
照

さ
れ
た
い
。

七

⼨孔
聖
全
書
⽞（
國
立
公
文
書
館
所
藏
刊
本
、
三
十
五
巻
）
卷
一
に
⽛
孔
嘉
父
⽜
を

作
る
が
、
鵞
峰
は
⽛
孔
父
嘉
⽜
に
改
め
て
い
る
。

八

⼦學
而
時
習
之
⽜
章
の
解
釋
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
⽛⽝
論
語
⽞
學
而

篇
⽛
學
而
時
習
之
⽜
章
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
⽜（⽝
斯
文
⽞
一
二
三
號
、
二
〇
一
三

年
九
月
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

九

朱
子
の
人
性
論
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
山
井
湧
⽛
朱
子
の
哲
學
に
お
け
る
⽝
氣
⽞⽜

（⽝
明
清
思
想
史
の
研
究
⽞
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

十

詳
し
く
は
、
黄
懷
信
⽝
論
語
彙
校
集
釋
（
全
二
册
）⽞
上
册
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

十
一

孝
弟
と
仁
を
め
ぐ
る
解
釋
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
松
川
健
二
⽝
宋
明
の
論
語
⽞（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

十
二

⼨焦
氏
筆
乘
⽞
卷
三
⽛
人
字
⽜
に
、⽛
孝
弟
即
仁
也
。
謂
孝
弟
爲
仁
本
、
終
屬
未
通
。

若
如
豐
説
、
則
以
孝
弟
爲
立
人
之
道
、
於
義
爲
長
⽜
と
あ
る
。

十
三

王
守
仁
⽝
傳
習
録
⽞
答
顧
東
橋
書
に
⽛
曾
子
曰
、⽝
君
子
所
貴
乎
道
者
三
、
籩
豆
之

事
、
則
有
司
存
也
。⽞（
中
略
）
謂
聖
人
爲
生
知
者
、
專
指
義
理
而
言
、
而
不
以
禮

樂
名
物
之
類
、
則
是
禮
樂
名
物
之
類
無
關
於
作
聖
之
功
矣
⽜
と
あ
る
。

十
四

羅
山
と
朝
鮮
儒
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
阿
部
吉
雄
⽝
日
本
朱
子
學
と

朝
鮮
⽞（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
一
年
）
一
四
九
～
二
二
八
頁
を
參
照
さ
れ
た

い
。
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